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令和３年度 南白糸台小学校 校内研究 指導案  
研究主題 

 

 

 

 

 

第２学年 学級活動（２）指導案 
 令和３年６月２５日（金）第５校時 

第２学年３組 ３５名         

授業者氏名        

１ 題材名 「ふやそう！あったかことば」 イ よりよい人間関係の形成 

 

２ 児童の実態と題材設定の理由 

 本学級は、男子１７名・女子１８名、計３５名のクラスである。今年度、担任は変わったが、児童は

昨年度から変わらず持ち上がりの学級である。明るく元気な児童が多く、すすんで友達に声を掛けたり、

友達の頑張りやよさを素直に褒めたりする姿が見られる。その一方で、友達に対して悪口を

言ったり、相手を責めたりするなど、相手の気持ちを考えない言動も多く見られる。 

そこで、友達との関わり方について以下のアンケートを実施した。 

 

しつもん はい いいえ 

①   
ともだちに、うれしい気もちになることば（あったかことば）を、

言ったことはありますか。 
２９ ６ 

②   ともだちに言われて、うれしい気もちになったことばはありますか。 ２９ ６ 

③   ともだちに言われて、いやな気もちになったことばはありますか。 ２０ １５ 

④   ともだちに、いやな気もちになることばを言ったことはありますか。 １ ３４ 

 

また、具体的な言葉を記入させると、以下の言葉が出てきた。  

児童から出てきた「あったか言葉」 

・ありがとう・おはよう・ばいばい・大丈夫・落ちてたよ・一緒に遊ぼう・一緒に帰ろう 

・カードゲームやろう・頑張ってね・絵、上手だね・字、上手だね・すごいね・うれしいよ  

・シュート強いね・きれいだね・走るの速いね   

 

児童から出てきた「いやな気持ちになる言葉」  

・ばかだな・ばーか・あっち行って・その服、○○っぽくない・だまってろ・おんち 

・字下手・うるさいな・ねこちゃん・うるせえ・こま、へただね・したく遅いね・よわいな  

・へんなやつ 

アンケート結果から、「あったか言葉」について日常意識している児童が多くいる一方

で、あったか言葉を言ったり言われたりした経験が乏しい児童もいることがわかった。ま

た、③「ともだちに言われて、いやな気持ちになったことばはありますか。」という質問

に対し、「はい」と回答した児童が半数以上いるにも関わらず、④「ともだちに、いやな

気もちになることばを言ったことはありますか。」という質問に大多数の児童が「いいえ」

と答えていて、大きな矛盾が生まれた。日常的に相手を嫌な気持ちにさせる言葉を無自覚

に発していることがわかる。  

このことを踏まえ、「あったか言葉」だけでなく、「いやな気持ちになる言葉」を発してしまっている

という学級の現状を把握し、「いやな気持ちになる言葉」を減らし、「あったか言葉」を増やすためには

どうすればよいか考える。さらに、実際に起こりうる場面を想定し、「あったか言葉」を伝えるロール

プレイをすることで、自分に合った具体的な目標を決めることができる。そして、日々実践を積み重ね

ることで相手意識が高まり、よりよい人間関係を形成することにつながると考え、本題材を設定した。 

自他を大切にし、よりよい学級・学校生活を築こうとする児童の育成 

～自主的・実践的な集団活動を通して～ 
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３ 目指す児童像に向けて 

① 自分の思いや願いをもって、意欲的に取り組むための手立て 

 

 

 

 

・アンケートの活用 

→友達との関わりの中で、「あったか言葉」や「いやな気持ちになる言葉」を言ったり言われたりし

ているか、事前にアンケートを取ることで、学級や自己の実態を把握することができる。また、そ

の結果をグラフなどにまとめ提示することで、学級の課題をつかむことができる。 

 

・実践カードの活用 

→本時では、相手をどのような気持ちにさせたいかを考え、意識していきたい個人の目標を書く。そ

の後の活動では、「あったか言葉」を使ったときに、実践カードの吹き出しに「あったか言葉」を

書きこんでいく。吹き出しが埋まってしまった場合は、空いているところに自分で吹き出しを足し

ていく。１週間後、振り返りを行い、自己の努力の成果を認識したり、課題への意識を高めたりで

きるようにする。 

   

② 自他のよさや差異を認め合い、大切にするための手立て 

 

 

 

 

・「あったか言葉」のロールプレイ 

→設定した場面で「あったか言葉」を伝え合う活動を通して、友達のよかったところを見つけたり多

様な考え方に触れたりして、自他のよさに気付くことができるようにする。また、ロールプレイを

通して「あったか言葉」を伝える体験をすることで、相手の気持ちを確認し、実践していこうとす

る気持ちがもてるようになると考える。 

 

４ 事前の指導   

日時・担当 児童の活動 ・指導上の留意点 ◎目指す児童の姿（観点） 

【評価方法】 

6/７(月) ・アンケートに記入す

る。 

・「あったか言葉」や「いや

な気持ちになる言葉」を言

ったり言われたりしている

かについて書かせる。 

◎友達との関わり方につい

て振り返って考えることが

できている。（主体的に取り

組む態度）【アンケート】 

 

５ 評価規準（第１学年及び第２学年） 

観
点 

よりよい生活や人間関係を築

くための知識・技能 

集団の一員としての話合い

活動や実践活動を通した 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を

よりよくしようとする態度 

評
価
規
準 

学級生活を楽しくすること

の大切さ、そのための基本的な

生活や学習の仕方などについ

て理解している。 

 学級生活を楽しくするた

めに日常の生活や学習の課

題について話し合い、自分に

合ったよりよい解決方法な

どについて考え、判断し、実

践している。 

 自己の身の回りの問題に

関心をもち、進んで日常の生

活や学習に取り組もうとし

ている。 

 

友達や班、学級をよりよくするためのアイディアをもち伝える。 

学年の終わりには、「友達・学級のために○○ができた」と言える。 

相手を見て、人は話を最後まで聞く。 

自信をもって発言・行動する。 
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６ 本時の指導 

（１）ねらい 

 相手がうれしくなる言葉を考えて、すすんで伝えることができるようにする。 

 

（２）展開 

話合いの順序 指導上の留意点 ◎目指す児童の姿 

（観点）【評価方法】 

〈つかむ〉 

１ アンケート結果を提示し、気付い

たことを話し合う。 

・「あったか言葉」を言ったり言われ

たりしている人が多い。 

・クラスの全員が「あったか言葉」を

意識して使っているわけではない。 

・「いやな気持ちになる言葉」を言わ 

れた人が多いが、言っている人がほ 

とんどいない。 

 

〈さぐる〉 

２ 「いやな気持ちになる言葉」を言

ってしまう原因を考える。 

・けんかをしたとき。 

・いらいらしているとき。 

・じゃまされたとき。など 

 

 

 

 

３ 「あったか言葉」を増やすために

は、どうすればよいか考える。 

・友達のよいところを見つける。 

・優しく言う。 

・相手の気持ちを考える。など 

 

〈見つける〉 

４ 具体的な場面を設定し、「あった

か言葉」を使ったロールプレイをす

る。ペアで取り組み、その後、代表

児童が発表する。 

・「友達とぶつかったとき」 

・「勝ち負け決まったとき」 

 

 

 

 

〈決める〉 

５ 相手に対して、自分はどうしてい

きたいかを考え、個人のめあてを決

める。 

 

・アンケート結果からクラ 

スの実態と課題に気付け

るようにする。 

・「いやな気持ちになる言

葉」を言われている人が

多いが、言っていないと

いう人がほとんどである

という矛盾について、考

えられるようにする。 

 

 

・「いやな気持ちになる言

葉」を言ってしまう事実

を確認した上で、「あった

か言葉」を使っていきた

いという思いがもてるよ

うにする。 

 

 

 

・アンケートのあったか言 

葉に注目させ、考えられ

るようにする。 

 

 

 

 

・どのような場面かイメー

ジしやすいように、1回目

は教師と児童で行う。ま

た、教師が悪い例を見せ、

児童の意欲を掻き立て

る。 

・「あったか言葉」を言って

もらった児童に気持ちを

聞く。また、ロールプレ

イを見ていた児童からも

感想を聞く。 

・ロールプレイで出てきた 

気持ちから考えられるよ 

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自分の考えをすすんで伝え、

多様な考えを受け止めなが

ら話し合っている。（主体的） 

【観察・ロールプレイ】 

 

 

 

 

 

 

 

◎相手意識をもった目標を立

てている。（知識・技能） 

【観察・実践カード】 

ふやそう！あったか言葉 
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７ 事後の指導  

日時・担当 児童の活動 指導上の留意点 ◎目指す児童の姿（観点） 

【評価方法】 

6/28（月） 

 ～ 

7/ 2（金） 

実践カードを１週間実

施し、自己の言動を振り

返る。 

帰りの会で児童の頑張

りや変容を称え、みんなで

励まし合う。 

◎自分の決めた目標に向かっ

て、様々な場面に合った「あっ

たか言葉」を自分なりに考え、

実践している。（思考・判断・

表現）【観察・実践カード】 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

アンケートのけっか 

※グラフ 

あったか

ことば 

ふやそう！あったかことば めあて 

きめる さぐる 

つかむ 

みつける 

ともだちとぶ

つかったとき 

・ごめんね 

・だいじょうぶ 

・いたくなかった 

・うれしい 

・やさしいな 

かちまけがき

まったとき 

・つよいね 

・ありがとう 

・はくしゅ 

・うれしい 

・またやりたい 

どうすればいいの？ 

・ともだちのよいとこ

ろを見つける。 

・やさしく言う。 

・あいての気もちを考

える。 

いやな気も

ちになるこ

とば 

※グラフ 

※グラフ ※グラフ 

どんなときにいうの？ 

・けんかをしたとき 

・いらいらしていると

き 

・じゃまされたとき 

じぶんの

めあて 


